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「東京都公文書館だより」の発刊に当たって 

東京都公文書館長 

太田 雄二郎 

このたび、東京都公文書館では、都民の皆様向

けの情報誌として、このようなリーフレット形式

で「東京都公文書館だより」を発刊することとし

ました。 

 これまで、当館では、都民の皆様向けの冊子と

しては、平成１０年度から「研究紀要」を刊行し

ておりましたが、この冊子の内容は、当館職員が

日頃業務上の課題解決のために行っている調査・

研究活動の成果を発表するもので、内容的にやや

専門的に過ぎる嫌いがありました。 

 そこで、今回発刊する「東京都公文書館だより」

では、この「研究紀要」の機能を引き継ぎつつも、

更に都民の皆様向けの情報提供機能を強めて、内

容的に都民の皆様により親しみをもっていただけ

るものに改めることにしました。 

 「東京都公文書館だより」の内容の構成を大ま

かにいえば、これまで「研究紀要」で行ってきた

職員の研究論文の発表に加えて、当館の所蔵資料

や刊行物等の紹介、当館の行事等のお知らせ、当

館の行ったレファレンス内容の紹介等であります。

このため、「研究紀要」は平成１３年度に刊行した

第４号をもって終了することにします。 

ここで改めて、都民の皆様に、東京都公文書館

の業務の内容を紹介し、「東京都公文書館だより」

をお読みいただく際の参考としていただけたらと

思います。 

 当館の最も重要な業務は、日々発生する現代公

文書のうちで歴史的資料として価値あるものを後 

世に伝え、その時代の課題解決に役立てていただ

くことです。このような業務の長年にわたる積み 
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重ねの結果として、当館には、慶応４年から昭和

１８年までの東京府の公文書、明治２２年から昭

和１８年までの東京市の公文書、そして昭和１８

年７月１日都政施行から現在までの公文書が多数

収集・保存されております。 

 昨今、日本の社会全体が行き詰まり、社会の有

り様自体が根本から問い直されようとしておりま

すが、このようなときにこそ、今の時代の有り様

を相対化し、新たな展望を切り開くための視点と

して、過去の歴史像から今の時代の有り様を見る

見方が重要になっていると思います。当館に多数

収集・保存されている公文書の、都民の皆様の積

極的なご活用をお待ちする次第です。 

 また、当館では、着手以来既に一世紀に及ぶ歴

史をもつ史料編さん事業を行っております。主な

刊行物としては、明治以来の継承事業である旧東

京市域を主な対象とした編年体の基礎史料集成で

ある「東京市史稿」や、テーマ毎に解題を付した

都政資料集である「都史資料集成」があります。

また、このような史料編さん事業のためにこれま

でに収集した江戸・明治期の史料も多数保存して

おります。これら刊行物等についても、是非、都

民の皆様の積極的なご活用をお待ちしております。 

 そのほか、当館では、当館所蔵公文書や刊行物

等の内容や利用について、また東京都の歴史や江

戸・東京に関する疑問等についての照会や調査依

頼等をお受けしております。都民の皆様には、是

非、お気軽にお問い合わせください。 

 「東京都公文書館だより」では、今後、これら

当館の業務に関連する詳しい情報や職員の調査・

研究活動の成果を、都民の皆様に十分に提供して

いくつもりであります。是非、都民の皆様の末永

いご愛読をお願いする次第です。 
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現在、筆者は東京都が発行する『東京市史稿』

産業篇（既刊４５巻）の編纂作業の一環として『順

立帳』という文書の調査を行っている。『順立帳』

は東京都公文書館が所蔵する明治期の東京府文書

のひとつである。『東京市史稿』産業篇は、周知の

ごとく、近世期の江戸市中の諸産業に関わる史料

を広汎に収録する史料集である。このような近世

史料集の編纂作業であるにもかかわらず、近世文

書ではなく明治期の公文書の『順立帳』を調査し

ていることについて奇異に思う人がいるかもしれ

ない。ところが『順立帳』は、近世江戸に関係す

る史料を探し求める者にとって“穴場”的な文書

なのである。本稿では、こうして“発掘”された

近世江戸関係の史料の一例を紹介する。また、そ

れら近世史料の他、『順立帳』に収められた明治初

期の諸史料の豊富な記載内容は、近世から近代へ

と移行していく明治初年の東京の社会状況を生き

生きと伝えてくれていて貴重である。さらに、詳

しくは後で述べるが、『順立帳』という名称の公文

書の存在自体が、明治初年の東京の都市行政にお

ける近世から近代への転換の象徴とも考えられる。

巨大都市江戸－東京における近世とは何か、近代

とは何か、それぞれを対照して検討するにあたっ

て『順立帳』は絶好の分析素材である。以下、こ

の小文で『順立帳』の歴史史料としての魅力の一

端を紹介したい。 
 
１．『順立帳』とは 

 『順立帳』は、東京都公文書館が所蔵する明治

期の公文書のなかで最も早期に作られた文書のひ

とつである。『順立帳』という名称が表すとおり、

主として明治元年９月から明治４年１２月までの

間に作成された大量の書類を基本的に編年体（書

類の作成時期の順）で綴じた簿冊１５６冊によっ

て構成された、かなりの“ヴォリューム”の文書

である。図①に掲げた『順立帳』の明治元年分の

第１冊には表紙が三重に付けられている。これは、

かつて部厚かった冊を分冊する作業や製本のし直

しなどを行った際、元からあった表紙をそのまま

残して、その上へ新たな表紙を追加したことによ

る。図①は、そのなかでも一番内側の表紙、つま 

 

 

 

りこの冊に付された三種の表紙のなかで最も古い

と考えられる表紙の写真である。『順立帳』の全冊

を通じて、各種の表紙の有無や、表紙に記入され

た数種類の通し番号、印判などの内容を検討すれ

ば、簿冊の成立や分冊・綴じ直しの時期、書類の

漏脱などについて明らかになることが多いと考え

られる。本稿では今後の検討課題とせざるをえな

いが、『順立帳』の成り立ちを明らかにする上で重

要な作業である。 
 図①にみえる表紙には、表題や年号の他に「常

務局」という文字が記されている。東京府常務局

において簿冊として綴じられた際に付けられた表

紙であろう。この表紙と同じ、最も古いタイプの

表紙を『順立帳』全体から取り出し、そこに記さ

れた東京府の分課組織名を拾い上げていくと、「常

務方」・「常務局」・「常務掛」・「庶務本課」などと

なっている。「常務方」は、東京府開設当時「市政

ノ諸事ヲ掌ル」とされた市政局庶務方の業務を引

き継いだ組織である。その後の東京府の組織改編

に際して、「常務方」の業務は、基本的に、「常務

局」→「常務掛」→「庶務掛」→「庶務課」とい 

 

図① 『順立帳』明治        

元年第１冊の表紙          

 

２．『順立帳』のなかの近世 

 次に紹介するのは、『順立帳』の明治２年分の第

５９冊に収められている史料である。 

東京のなかの江戸－東京府文書『順立帳』から－ 

うかたちで引 

き継がれるが、 

これら一連の 

組織で作成・ 

収受された書 

類を綴り込ん 

だ 簿 冊 群 が 

『順立帳』で 

ある。『順立 

帳』は明治元 

年から４年ま 

での間の東京 

府の「市政ノ 

諸事」に関す 

る基本史料な 

のである。 
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乍恐以書付御訴訟申上候 

一武州本牧金沢領相州三浦領百姓猟師共奉願候者、

古場小田原町本船町肴問屋共与先達而売手口銭

之儀ニ付出入仕、右問屋共手を相離レ、向後何

方江成共勝手次第ニ問屋を見立猟事家職仕候様

ニ被為仰付候、依而御当地本材木町家持共与度々

及相談、此度新肴店を相定申度奉存候得共、両

町より相借金三千両余借り金御座候故、此金子

を相済不申候而者外之場所難相立、私共迷惑仕

候間、右浦方偏ニ御救与思召、此度従御公儀様

御金六千両御拝借頂戴仕度奉願候、左候得者、

新肴場を相定直き売仕度奉存候、尤是迄小田原

町外ニて茂肴〆売直段高直ニ仕、数度御差支之儀

も御座候得者、此已後肴下直ニ仕調方手広ク相成

可申候間、此段奉願候、右御金拝借仕候上者本

材木町家持共堅申合御請負仕、町内ニ而家質差

上置、上納之儀ハ卯年より五ケ年之内ニ御大切ニ

仕急度上納可仕候、則浦方絵図差上申候 

右浜方之者私共江数度相談仕、此度新肴店を相

定商売仕候上者、町内ニ数年罷在候材木商売之

者を外江為引越、新規ニ場所相立申度奉願上候、

右御拝借金被為仰付被下置候ハゝ町内御請負申

上年季之通急度上納可仕候、左候得者小田原町

船町之旧借金相済、永々町内肴場所相続仕、浜

方之者御救ニ相成、私共迄一統ニ難有可奉存候、

依而町内家屋敷家質金高之員数別紙を以書上申

候、以上 

武州本牧 

延宝二年寅七月九日    願人 百姓   

猟師共 

同金沢領 

               同  同断   

            相州三浦領      

               同  同断   

         江戸本材木町弐丁目三丁目 

               同  家持九人 

               名主 久左衛門 

  御奉行所様 

 

 これは、近世初期、延宝２（１６７４）年７月

９日付で、武蔵・相模の漁師たちと江戸本材木町

二・三丁目の名主・家持町人たちが江戸の町奉行

所へ提出した願書である。『順立帳』明治２年第５ 

 

９冊には「新肴場起立旧約之書上ケ」と題された 

９点の近世史料が収められており、右の願書はそ

のなかの１点である。江戸橋から南へ延びる楓川

に面する本材木町二丁目と三丁目に新肴場と呼ば

れる鮮魚の卸売市場があった。近世期、新肴場附

浦と称する武蔵・相模の浦々で獲れた鮮魚の独占

販売が新肴場に許されていたが、明治維新を契機

に、附浦の魚荷が新肴場以外へも売られる事態が

目立ってきた。それに対して新肴場の魚問屋仲間

は、そうした「抜売」・「脇売」などの禁止を浦々

へ徹底させて欲しい、と明治２年５月から１０月

にかけて東京府へ度々願い出ている。その際、東

京府に対して自らの販売独占の正当性を示すべく

提出した証拠書類のひとつが「新肴場起立旧約之

書上ケ」である。おそらくは市場仲間文書として

魚問屋たちが大切に保管していた文書をもとに写

を作成して東京府へ提出したのであろう。こうし

て、写ではあるが、近世初期の史料が明治初年の

東京府文書である『順立帳』のなかに残されるこ

とになったのである。 

  

 

  

 筆者が施した下線部分に注目して引用史料の内

容の要点を示す。問屋手数料をめぐり日本橋魚市

場（「小田原町本船町肴問屋」）と対立した武蔵・

相模の漁師たちが、本材木町の家持町人（地主）

と「相談」の上、新規の出荷先としての新肴場を

同町に開設すべく運動していること、および、日

本橋魚市場の寡占体制を解消して魚値段の抑制を

図るという有用性などにもとづき、新肴場の開設

に対して幕府の補助（六千両御拝借）を要求して

いることなど、新肴場成立の経緯がこの願書に示

されている（なお、この出願は認められ新肴場が

成立する）。また、新肴場開設予定地で従来営業し

ていた「材木商売之者」の「新規」の「場所」へ 

の「引越」についても言及があるが、これは、延 

図② 六千両拝借のための本材木町町人家質書上 
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宝２年がひとつの画期とされる深川木場の成立史

の重要な一コマである可能性が大きい。引用史料

を含め『順立帳』所収の新肴場関係の史料群（図

②参照）は、現存する関係史料が乏しく未解明な

部分の多い近世初期江戸の都市社会の動態をリア

ルに伝えてくれるのである。 

 このように、『順立帳』には、東京府下の諸個人・

諸団体が近世から有している特権などを説明、立

証するための証拠書類として作成された近世史料

の写が綴じられている例がいくつもあり、そうし

た史料を拾い出していくと、およそ１００点前後

の近世史料が見つかるものと推定している（『順立

帳』の半分の調査が終わった段階で、約７０点の

近世史料が見つかっている）。新肴場関係の他に、

関連する史料が何点かまとまって残されている案

件は、千住筏宿と材木問屋との出入や、新吉原の

見番の相続、上野山下の床店請負その他がある。

これら近世史料のなかには他の文書群（例えば旧

幕引継書）などでは見出せないものもあって、そ

の史料的価値は高い。 

 

３．江戸町奉行所の『順立帳』 

 実は、本稿で紹介している『順立帳』以外に、

「順立」という名前をもつ別の文書が存在する。

上野山内の彰義隊が鎮圧されてから４日後の慶応

４（１８６８）年５月１９日、新政府は江戸鎮台

府を置いて旧幕府の行政機関を接収した。南北の

江戸町奉行所は廃止され、代わりに南北の市政裁

判所が置かれた。町奉行所の業務とともに奉行所

が保管する諸書類も市政裁判所へと引き継がれた。

その際に作成された「年番所書物目録控」（『都史

紀要六 東京府の前身市政裁判所始末』東京都、

１９５９年、９頁～）は、北町奉行所の年番方が

保管していた書類の目録だと考えられるが、その

なかに『順立帳』１６６冊、『順立帳綴込』８冊、

『順立書留』３冊といった文書名が見出せるので

ある。年番方とは町奉行所内の「取締」などにあ

たる部署である。名称は「年番」だが常任の役職

で、幕末期には南北町奉行所においてそれぞれ与

力３名と同心６名で構成されている。与力同心の

役職としては最上位である。この町奉行所年番方

が『順立帳』と呼ばれる文書を作成、保管してい

たのである。市政裁判所が町奉行所から引き継い 

 

だ、この「年番所書物」の一部は旧幕引継書とし

て現存するが、そのなかに文久年間から慶応年間

にかけて北町奉行所の年番方が作成した『順立帳』

２８冊と『順立目録』１冊が含まれている（図③

参照）。これらは、年番方で取扱った諸書類の写を 

 

図③ 『順立物』文久元年  

（国立国会図書館所蔵）   

 

 町奉行所の業務が市政裁判所へ移されるに際し

て、旧町奉行所の与力同心は市政裁判所の与力同

心となり、引き続き市政にあたることになる。た

だし、組織改編により、年番方は改正掛と名称を

改められ、「市中改正」に「打込」むよう命じられ

た。こうして開設された市政裁判所も開設後わず

か３ヶ月半余りでその使命を終え、慶応４年９月

２日に東京府が開庁するが、市政裁判所の与力・

同心は、そのほとんどが東京府の官吏として引き

続き勤務することになる（ただし与力・同心とい

う名称は廃止される）。市政裁判所の改正掛の業

務・構成員の中心は市政局庶務方へ引き継がれる。

本稿で紹介する『順立帳』の編纂は、先にふれた

ように、この庶務方で取扱った書類を綴り込むこ

とから始まっている。庶務方の人員構成は、明治

元（慶応４）年１０月２日の時点で、旧町奉行所

与力７名と旧町年寄３名である。このうち、首席

である「頭取」の中田郷左衛門は旧南町奉行所の

年番方与力であり、次席である「調役」の秋山久

蔵は旧北町奉行所の年番方与力である。北年番方

が『順立帳』を作成していたことは先に述べたが、

南の年番方与力である中田郷左衛門の下において 

も同様に南年番方の『順立帳』が作られていた可 

 

編年体で綴った 

ものである。「年 

番所書物目録控｣ 

にある『順立帳』 

や『順立書留』 

とは表題が若干 

異なるが、この 

そ「年番所書物」 

のなかの『順立 

帳』群の一部と 

考えてよいだろ 

『順立物』こそ 

う。 
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能性は大きい。つまり町奉行所年番方の中核メン

バーが東京府市政局庶務方の中核となるにあたり、

明治維新を挟んで『順立帳』という名前の文書の

作成も引き継がれたのであろう。 

 これら江戸町奉行所の『順立帳』と東京府の『順

立帳』とを通覧し、文書形式や諸案件に関する決

済方式の変化などを辿ってみることは今後の課題

である。これにより、都市行政における近世から

近代への変容の一局面が連続的に描き出せるので 

 

 

 

 

当館では、平成１３年３月に、昭和４３年１０

月から平成１３年３月まで当館で受け入れた（都

政史料館で受け入れたものを含む）東京市、東京

府、東京都の庁内刊行資料について収録した目録

を発刊しました。 

これまでに、庁内刊行資料目録として、都政史

料館所蔵庁内刊行物資料目録１～５、東京都公文

書館所蔵庁内刊行資料目録６～３１を発行してい

ます。しかし、これまでの目録は、追録形式でし

た。 

そこでこの目録は、都政史料館所蔵庁内刊行資

料目録と東京都公文書館所蔵庁内刊行資料目録を

加え、ＮＣＤ（日本分類規則）第７版で分類しま

した。（一部平成１０年以降は受け入れ順の配架番

号となっています。）総タイトル数３０，０００点、

７２,５００冊分が収録されています。 

 体裁は、Ａ４判、９０４ページ。当館、都内図

書館、県・府・大学図書館、関係機関で閲覧して

いただけます。 

 特徴のある刊行物をあげると、東京府刊行物の

中では、明治２２年から昭和１８年までの、警視

庁・東京府公報があります。これは、府刊行物の

基本資料です。東京府は、明治元年７月に設置さ

れましたが、当時は「達」「布達」と称し、自ら発

行せずに新聞紙に登載していました。しかし、当

時の新聞紙に誤りが多いため、明治１６年７月に

官報に登載することにし、明治２２年には、東京

府自ら公報を発行することになりました。その他、

東京府統計書、博覧会関係も貴重な資料です。 

 

 

はないだろうか。 

明治４年に作成された書類を綴り込んだところ

で『順立帳』の編纂は終わっている。東京の都市

行政の近代化過程において、『順立帳』の終わりが

意味するものは何であろうか。 

                 小林 信也

東京都総務局専門史料編さん員

川村学園女子大学非常勤講師

東京大学象形文化研究拠点研究員 

 

 

 

 

東京市刊行物では、東京市公報、東京市会議事

録、東京市事務報告財産表、第１５回東京オリン

ピックの資料などが収録されています。東京市公

報は一時期ですが、写真を多く使用し、一般の広

告を掲載した、一風変わった編集をしています。 

また、市政週報は、昭和１４年から東京市が解

散する昭和１８年６月まで発行された広報冊子で、

戦時下の広報活動がつづられた貴重な資料です。

（参考「戦時下「都庁」の広報活動―東京都公文

書館 都史紀要第３６」） 

東京都刊行物では、東京都公報、東京都統計年

鑑、東京都議会速記録があります。東京市史稿を

はじめ都史紀要、東京百年史など都の歴史に関す

る資料も揃っています。 

過去の記憶は薄れて行くものですが、行政資料

はその当時の「動き」を知ることのできる貴重な

資料です。日々発行される資料を、より多くの方々

に供するのも公文書館の仕事の一つですし、多く

の方のご利用を願っています。 

 

「庁内刊行資料目録」の発行について 

左から 

都史紀要第３６ 

庁内刊行資料目録 

東京百年史 

東京市史稿 
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東京都公文書館には、書架延長にしておよそ１

３ｋｍの公文書、印刷物、図書類、和書類、地図

類等を保有しています。 

 

 当館の閲覧や複写に予約の必要はありませんが、

次のような場合は、事前にご連絡ください。 

・ 専門的な調査や、古い資料についてのご相談 

・ 大量に資料を利用したい場合 

・ 撮影したい場合 

 なお、開館日及び利用時間等については、８ペ

ージの【利用案内】をご覧ください。 
 

当館１階入口で入館受付を済ませます。バッグ

等お荷物をお持ちの方は、閲覧室の手前に設置の

ロッカー（無料）に、筆記用具以外の持ち物を入

れてください。その後、閲覧室へお入りください。 

 

 窓口担当職員に、お調べになりたいものをお話

しください。お調べの内容に沿うような目録をお

渡ししますので、目録の中から閲覧したいものを

特定し、当館にそなえてあります「閲覧票」にご

記入・ご提出ください。職員が書庫からお出しし

ます。 

また、資料でマイクロフィルム化されているも

のは、原本保護のためマイクロフィルム閲覧室に

て閲覧をお願いします。 

 

 複写を希望される方は、当館にそなえてありま

す「複写申請票」にご記入・ご提出ください。電

子式複写は、１人又はグループで１日２０枚まで

です。ただし、マイクロフィルムからの複写につ

いては枚数制限がありません。いずれも１枚２０

円で複写できます。 

 

当館の資料は原則としてご利用できますが、作

成されてから３０年を経過していない公文書、個

人情報等人権を侵害するおそれのあるもの又は損

傷・劣化の激しいもの等については閲覧や複写の

ご利用を制限しています。なお、複写については、

著作権法に基づき複写ができないものもあります。 

 

 

 

 

・ 年齢制限はなく、どなたでもご利用できます。 

・ 資料の貸出しはできません。 

・ 筆記具は鉛筆をご利用ください。 

 

 

種 別 内   訳 数 量 主な内容 

東京府

文 書 

慶応４年か

ら昭和１８

年までの東

京府からの

引継文書 

約 

22,400 

冊 

府会、地方行政

勧業、学事、社

寺兵事、土木、

施設営繕、地理

関係等 

東京市

文 書 

明治２２年

から昭和１

８年までの

東京市から

の引継文書 

約 

12,100 

冊 

市会、市参事会

関係、震災復興

関係、学事、河

岸地、公園、墓

地及び土地関

係等 

東京都

文 書 

昭和１８年

７月１日都

制施行から

現在までの

引継文書 

約 

115,500

冊 

条例立案、庁

議、オリンピッ

ク東京大会、仏

貨公債関係等 

庁 内 

刊行物 

明治期から

現在までに

庁内等で作

成された印

刷物 

約 

74,300 

冊 

市会決議録、議

事速記録、公報

統計書類、各種

事業の調査報

告書等 

図書類 
明治期以降

の図書類 

約 

71,500 

冊 

道府県史、区

史、市町村史、

学校史、紀要等 

史 料 
江戸・明治期

の史料 

約 

8,000 

冊 

御府内備考正

編・続編、撰要

永久録、藤岡屋

日記、八丈実記

三宅島・八丈島

流人帳等 

地図類 
江戸・明治期

の地図類 

約 

1,500 

点 

江戸図、東京

図等 

合 計 約 303,800 冊  （地図類 約 1,500 点） 

当 館 の ご 利 用 方 法 

◇ どうぞ一度ご来館ください ◇ 利用上の注意は～ 

◇ でもその前に～  ◇ 主な所蔵資料等 

◇ 入館したら～ 

◇ 閲覧室では～ 

◇ 複写したい場合は～ 

◇ 閲覧・複写できる資料は～ 
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将軍宣下  平成１５年（２００３）は江戸に幕府

が開かれてより数えて４００年にあたり、「江戸東

京４００年の魅力の再発見と未来への創造」とい

うテーマの下、地域、企業、民間団体等が主体と

なって、行政と連携しながらさまざまな事業を展

開すべく、この６月には「江戸開府４００年事業

推進協議会」も設立されたところです。 

 慶長８年（１６０３）２月１２日（新暦３月２

４日）、家康は右大臣に任じられ、征夷大将軍の宣

下を受けました。これを江戸幕府成立の画期とと

らえ、ここから起算して４００年というのがご質

問に対する回答ということになります。関ヶ原の

合戦から３年、着実に徳川政権への基盤を固めつ

つあった家康ですが、形の上では諸大名との間に

主従関係は結ばれておらず、亡き秀吉の代理とし

て政権を預かっているという立場に止まっていた

とされています。将軍就任は、家康が豊臣家から

独立した新たな権威を獲得し、国家公権に関わる

権力を掌握したことを意味したのです。 

 

都市江戸にとっての意味 政治史的な意義はさて

おき、１６０３年という年は都市江戸にとってど

のような意味をもったのでしょうか。実はこの年

家康はずっと京都にとどまっており、年頭に諸大

名の礼を伏見城で受けたのをはじめ、２月の将軍

宣下、４月には新営なった二条城に諸大名を招い

て宴を催すなど、重要な政治的儀礼を繰り広げて

いました。しかし主役不在の江戸にあってもこの

年の画期性は十分に認識できたことでしょう。将

軍就任のことが確実となったこの年１月、家康は

全国の諸大名に江戸市街地造成の普請を命じたの

です。すでに天正１８年（１５９０）の関東入国

以来、家康は江戸城と城下町の建設に着手してい

ましたが、これは関東８カ国、２４０万石の大名

としての事業でした。しかし１６０３年以降のそ

れは「天下普請」といわれるもので、天下を掌握

した将軍権力の所在地としての江戸を、外様も含

む諸大名の御手伝普請として建設するというもの

になったのです。ここに、他に隔絶した巨大都市

としての４００年、そして首都としての４００年

がスタートを切ったことになります。 

 

 

 

１１４年前の開府３００年事業？ 来年が開府４

００年なら、当然開府３００年事業は１９０３年

頃に開催されているはずなのですが、実際には明

治２２年（１８８９）、家康が関東に入国した天正

１８年（１５９０）から３００年という節目に祝

祭が開催されました。 

この企画は旧幕臣たちの有志が結成していた

「江戸会」 「八朔会」といった団体が推進役とな

り、実行委員会に当たる三百年祭会は、委員長が

榎本武揚（旧幕臣中、新政府での出世頭）、委員に

は田口卯吉らの府・市会関係政治家、渋沢栄一ら

の実業家の他、東京市の各区長が名を連ねていま

した。８月２６日に上野馬見所（上野公園）で行

われた祝典は、打ち上げ花火、消防梯子乗り、猿

若狂言、競馬、海軍楽隊、最後には軽気球という

盛りだくさん。この企画の背景には、徳川治世下

の時代を懐旧する旧幕臣たちの心情が根強く、裏

返せば当時の政府に対する批判も込められていた

ようです。 

 

公文書館の取り組み それでは平成１５年度に展

開される開府４００年事業のトーンはどのような

ものでしょうか。これについては準備段階ですの

で「乞御期待！」というところですが、年間を通

した事業という連続性、さまざまな事業主体が趣

向をこらす結果としての多様性、この２点は予測

されるところです。このことは単なるお祭り騒ぎ

ではなく、都民の皆さんが、４００年という歴史

の流れの中に現代の東京を捉え直し、時には魅力

を再発見し、また時には大きな課題を見出し、未

来への発展に結びつけていくチャンスを提供する

ものとはいえないでしょうか。 

 この４００年という時代の流れを語る史料を保

存し、利用に供し、そして今作成されている公文

書を次の１００年、２００年のために遺していく

のが公文書館。私たちも江戸開府４００年事業を

通して１人でも多くの皆さんが歴史に触れ、歴史

を楽しみ、そしてそこから学ぶお手伝いをしたい

と考えています。所蔵資料展、公文書館講座、編

さん刊行事業等、当館の開府４００年関連事業に

もどうぞご期待下さい。 

来年は江戸開府４００年で、イベントもあるそうですが、
具体的には何から数えて４００年なのですか？  

－シリーズ－ 

レファレンスの杜
もり
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 今年で第３回目になる東京都公文書館所蔵資料

展を下記の要領で開催します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 江戸・東京。膨大な人口を抱えたこの大都会に

とって、水の供給は常に深刻な課題となってきま

した。蛇口をひねれば存分に水が利用できる、私

たちはこのことをともすれば当たり前のように考

えがちですが、このような水道制度が発展してく

るまでには、飲料水の確保に向けた多くの先人た

ちの工夫と努力がありました。  

 今回の展示では、上水の整備と維持管理のしく

み、水売りたちの活躍、近代水道制度の創設等に

ついて、貴重な資料を展示します。 

 今日の水道制度が長い歴史の発展の到達点とし

て捉えられるのに対して、湧水等水辺の名所とも

いうべき自然環境と、そこに集い、楽しむ豊かな 

 

 

 

【利用案内】 

①開館日時 

・月曜日から金曜日まで（９時～１７時） 

②休館日 

・土曜日、日曜日、国民の祝日及び振替休日 

・年末年始（１２月２８日～１月４日） 

・臨時の休館日として公示した日 

③閲覧停止日 

・奇数月の第３水曜日（祝日の場合は翌日） 

【所 在 地】 〒１０５-００２２ 

東京都港区海岸１-１３-１７ 

【Ｔ Ｅ Ｌ】 ０３-５４７０-１３３３ 

【Ｆ Ａ Ｘ】 ０３-３４３２-０４５８ 

【ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ】 http://www.archives.metro.tokyo.jp 

 

 

 

文化は、近代化の過程で喪失してきたものかもし

れません。江戸の地誌や名所記には多数の井戸や

湧水が紹介されています。このような水辺に親し

む文化を思い起こしてみることは、自然環境を保

全し、豊かな水辺を甦らせようとする今日の営み

にも重要なメッセージを送ってくれることでしょ

う。 

  

この展示開催に当たっては、水道局・環境局に

も全面的な協力を仰ぎ、上水木樋などの貴重な資

料の提供を受けています。またそれぞれの局の事

業を紹介するコーナーも設置しました。江戸・明

治以来の歴史の中で、今日の水問題を位置づけ、

今後の方向を模索する場としていただければ幸い

です。ご来場、ご来観をお待ちしています。 

（問合せ）０３-５４７０-１３３３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
至 東京 至 品川 

地下鉄都営浅草線 

至 増上寺 

大門駅 

ＪＲ 京浜東北線・山手線 

●Ｂ－２ 

ゆりかもめ 至 日の出 

至 新橋 

劇
団
四
季 

東
京
都
公
文
書
館

芝 離 宮 

都立芝 

東京産業貿易会館 

東京都計量検定所 

竹芝桟橋 

地下鉄都営大江戸線 

北
口 

商業高校 

首都高速１号線羽田線 

【案内図・交通機関】 

浜 松 町 駅 

竹 芝 駅 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①ＪＲ｢浜松町｣駅北口 
(新橋方面)下車(徒歩 
７分) 

②地下鉄都営大江戸線 
浅草線｢大門｣駅(B-2) 
下車(徒歩９分) 

③東京臨海新交通(ゆ 
りかもめ)｢竹芝｣駅下 
車(徒歩２分) 

⑤都営バス｢竹芝桟橋｣ 
下車(徒歩２分)[虹 01 
浜松町⇔国際展示場駅] 

④都営バス｢竹芝桟橋 
入口｣下車(徒歩０分) 
[浜 95 東京タワー⇒ 
品川車庫] 

東京都公文書館所蔵資料展のお知らせ 

利 用 案 内 ・ 交 通 案 内 

 

テーマ  水が語る江戸・東京の歴史 

期 間    平成１４年１０月２８日（月） 

 

          １０：００～１６：３０ 

会 場  都政ギャラリー 

           （都議会議事堂１Ｆ） 

 

～１１月 １日（金） 


